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帯
広
市
は
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

十
勝
平
野
の
中
央
に
位
置
し
、
産
業
・
経

済
、
教
育
・
文
化
、
医
療
・
福
祉
、
行
政

な
ど
の
広
域
的
な
都
市
機
能
が
集
積
す
る
、

国
内
有
数
の
食
料
基
地
・
十
勝
の
中
核
都

市
で
す
。

近
年
で
は
、
食
や
農
な
ど
の
地
域
の
強

み
や
魅
力
を
活
か
し
、
十
勝
管
内
19
市
町

村
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
「
フ
ー

ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
の
取
り
組
み
な
ど
を

通
し
て
、
新
た
な
価
値
の
創
出
に
取
り
組

む
多
く
の
挑
戦
者
が
現
れ
、
さ
ら
な
る
発

展
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

令
和
2
年
2
月
に
策
定
し
た
「
第
七
期

帯
広
市
総
合
計
画
」
に
お
い
て
、
「
あ
お

あ
お

ひ
ろ
び
ろ

い
き
い
き

未
来
を

信
じ
る

帯
広
」
を
将
来
の
ま
ち
の
姿
と

し
て
掲
げ
ま
し
た
。
自
然
や
産
業
、
困
難

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
開
拓
者
精
神
、
人
々

の
強
い
結
び
つ
き
な
ど
、
こ
れ
ま
で
築
き
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
十
勝
・
帯
広
の
歴
史
、

文
化
を
大
切
に
し
、
一
人
ひ
と
り
が
、
明

る
い
未
来
を
信
じ
て
前
向
き
に
挑
戦
や
行

動
を
続
け
る
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「ごちそうさま」が、聞きたくて

あおあお ひろびろ いきいき
未来を信じる 帯広

市章
両側に北海道の「北」の字と、
オビヒロの「ヒ」の字を兼ねて
表し、下に「ロ」を、中央には
十勝の中心都市として飛躍を続
ける帯広市を表徴して「オ」の
字を図案化しています。
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十
勝
は
、
長
い
日
照
時
間
、

き
れ
い
な
水
と
空
気
な
ど
、

食
料
生
産
に
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
持
ち
、

安
全
で
お
い
し
い

農
林
水
産
物
を
生
み
出
す
、

「
日
本
の
食
料
供
給
基
地
」と
い
え
る
地
域
で
す
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
の
食
料
自
給
率
は

約
１
２
０
０
％
を
超
え
、

人
口
約
34
万
人
の
地
域
で

約
４
０
０
万
人
分
も
の
食
料
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

十
勝
に
は
食
品
加
工
施
設
や

農
業
系
の
大
学
・試
験
研
究
機
関
が

集
積
し
て
い
る
ほ
か
、

十
勝
産
原
料
を
使
用
し
た
商
品
は

国
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、

ま
さ
に
日
本
の
食
卓
を

支
え
る
地
域
と
な
って
い
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
の
強
み
で
あ
る

「
食
と
農
林
漁
業
」を
柱
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
、

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」を
旗
印
に
掲
げ
、

帯
広
市
が
中
心
と
な
って

十
勝
19
市
町
村
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
。

日
本
の
「食
」を

支
え
る
。

フードバレーとかち

農林漁業を
成長産業にする

十勝の魅力を
売り込む

食の価値を
創出する

フードバレーとかちの
３つの柱

○フードバレーとかちでアジアの拠点を目指す

フードバレーとかちでは、十勝の優位性を活かすための方向
性として、３つの展開方策で進めます。

◆日本を代表する大規模畑作酪農地帯・食料供給基地とい
う背景を活かした、生産・加工・流通・販売が結びつい
た十勝型のフードシステムを、オール十勝でつくりあげ
ていきます。

◆安全・安心な農林水産物を生産し、地元で加工すること
で付加価値をつけ、十勝のブランド力を活かし、国内外
への販路拡大や魅力の発信を進めていきます。

◆フードバレーとかちを推進し、国内のみならず国外市場
にも目を向けながら、十勝はアジアの食と農林漁業の集
積拠点を目指していきます。

十勝型フードシステム

生産・加工・流通・販売の
バリューチェーン

経済成長戦略「フードバレーとかち」
～アジアの食と農林漁業の集積拠点～

「フードバレーとかち」は、「食と農林漁業」を柱とした地域
産業政策であり、まちづくりの旗印です。

経済のグローバル化、少子高齢化社会の到来など、地
域を取り巻く環境は大きく変化しています。このような状況の
中、地域の活性化のためには、自らの意思と責任に基づ
き地域経済を確立していくことが必要です。
十勝が持つ「価値」を再認識し、オール十勝で取り組ん
でいます。

“おいしい十勝を食べる”をコンセプトに

「フードバレーとかち」をデザインしまし

た。豊かに広がる実りの大地をイメージし

た、黄色の“皿” の上にのる北海道。北

海道十勝地方の位置を“スプーン”です

くうことで、「おいしい十勝の“食” を

食べる」 ことをカタチにしました。
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お び

過去から未来を紡ぐ

人 口 165,001人(※)
世帯数 89,024世帯(※)
面 積 619.34k㎡ (東京23区とほぼ同じ)

【(※)令和3年3月末日現在】

開拓を支えたパートナー

森と共に生きる、コンパクトシティ

帯広市は、農業など一次産業を主要産業とする十勝地方
(約34万人、1市16町2村)の中心都市です。

森
に
囲
ま
れ
た
街

開
墾
さ
れ
て
農
地
と
な
っ
た
土
地
に
、

郷
土
の
森
を
市
民
の
手
で
よ
み
が
え

ら
せ
よ
う
と
、
昭
和
50
年
か
ら
百
年

の
大
計
で
多
く
の
市
民
の
積
極
的
な

参
加
に
よ
っ
て
、
帯
広
の
森
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
街
地
を
囲
む
帯
広
の
森
は
、
面
積

４
０
６
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
幅
が
約
５
５

０
メ
ー
ト
ル
、
延
長
は
11
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
規
模
で
す
。

十
勝
川
や
札
内
川
と
連
携
し
て
市

街
地
を
包
み
込
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
、

憩
い
の
場
、
学
習
の
場
、
交
流
の
場
、
ス

ポ
ー
ツ
の
場
な
ど
と
し
て
、
多
く
の
市

民
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

約
45
年
前
か
ら
、
街
を
森
で
囲
ん

だ
「
ウ
ィ
ー
ン
の
森
」
を
モ
デ
ル
に
、
自

然
豊
か
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
現
在
の
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

民
間
企
業
な
ど
へ
の
委
託
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
市
民
自
ら
の
手
で
植
樹

し
、
育
ま
れ
た
雄
大
な
森
は
世
界
的

に
も
珍
し
く
、
ま
さ
に
市
民
が
誇
る

財
産
で
す
。

令
和
元
年
に
は
、
国
連
の
機
関
な
ど

が
主
催
す
る
ア
ジ
ア
の
優
れ
た
景
観

を
表
彰
す
る
国
際
的
な
賞
「ア
ジ
ア
都

市
景
観
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
い
い
、
バ
ラ
ン
ス

自
然
が
と
て
も
豊
か
な
帯
広
で
す

が
、｢

不
便
な
田
舎
」
と
い
う
こ
と
と
も
、

ま
た
違
い
ま
す
。

市
街
地
に
は
、
個
性
豊
か
な
シ
ョ
ッ

プ
や
大
型
店
舗
が
数
多
く
点
在
し
て

お
り
、
自
宅
か
ら
車
で
数
分
か
ら
15

分
程
度
で
買
い
物
に
行
け
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
が
帯
広
駅
の
目
の
前

に
あ
る
た
め
、
非
常
に
利
便
性
が
高

く
、
気
軽
に
読
み
た
い
本
を
借
り
ら

れ
ま
す
。

週
末
に
は
家
族
み
ん
な
で
、
自
然
豊

か
な
郊
外
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
だ
け
で

な
く
、
街
中
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
映

画
を
楽
し
ん
だ
り
、
エ
ゾ
リ
ス
に
も
会

え
る
緑
ヶ
丘
公
園
で
美
術
館
や
動
物

園
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
色
々
な
時
間

の
過
ご
し
方
が
出
来
ま
す
。

か
つ
て
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
構
想

が
、
今
こ
う
し
て
自
然
と
都
市
の
程

よ
い
バ
ラ
ン
ス
を
生
み
出
し
、
魅
力
的

で
住
み
や
す
い
街
と
な
って
い
ま
す
。

住みよさランキングでは、道内トップクラス！※１０万人以上の都市

東洋経済新報社の2020年「全都市住みよさランキング」では、帯広市は道内2位、
人口10万人以上の都市では道内トップとなっています。数ある帯広の魅力の一部を、
ご紹介します。
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自分らしい豊かな暮らし

人
と
の
つ
な
が
り
で
よ
り
お
い
し
く

十
勝
は
日
本
を
代
表
す
る
小
麦
の
産
地
で

あ
り
、
十
勝
産
小
麦
を
使
っ
た
パ
ン
や
ピ
ザ

を
出
す
お
店
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
砂
糖
の
原
料
と
な
る
甜
菜
（て
ん
さ

い
）
を
は
じ
め
、
牛
乳
や
バ
タ
ー
な
ど
、
お
菓

子
づ
く
り
の
素
材
が
そ
ろ
う
十
勝
で
は
お
い

し
い
ス
イ
ー
ツ
を
手
頃
な
値
段
で
買
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
十
勝
に
は
農
産
物
の
直
売
所
が
数

多
く
あ
り
、
そ
の
日
の
採
れ
た
て
野
菜
は
当

然
の
こ
と
生
産
者
の
方
が
畑
か
ら
直
接
持
ち

込
む
こ
だ
わ
り
の
野
菜
や
、
普
段
は
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
並
ば
な
い
珍
し
い
野
菜
も
並
び
、

生
産
者
の
方
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

買
い
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夏
に
な
る
と
、
家
庭
菜
園
で
作
ら
れ
た
野

菜
を
物
々
交
換
す
る
、
な
ん
て
こ
と
も
。

豊
か
な
食
材
と
人
と
の
交
わ
り
が
生
み
出

す
あ
た
た
か
な
時
間
も
、
十
勝
の
お
い
し
さ

の
秘
訣
で
す
。

豚丼だけじゃない

十
勝
の
気
候
が
も
た
ら
す
恵
み

十
勝
は
、
年
間
を
通
じ
て
晴
天
の
日
が
多

く
、
特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
「
十
勝
晴

れ
」
と
呼
ば
れ
る
晴
天
が
続
き
、
そ
の
日
照

時
間
は
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

気
温
は
、
夏
が
30
度
以
上
、
冬
が
マ
イ
ナ

ス
20
度
前
後
に
な
り
、
寒
暖
の
差
が
大
き

く
、
四
季
の
変
化
に
富
む
地
域
で
す
が
、
昼

夜
の
寒
暖
差
も
大
き
く
、
そ
の
寒
暖
差
が

作
物
の
糖
度
に
好
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
帯
広
市
の
水
道
水
は
、
国
土
交
通

省
水
質
調
査
で
過
去
８
回
も
清
流
日
本
一

に
選
ば
れ
た
札
内
川
を
水
源
と
し
て
い
ま

す
。蛇

口
を
ひ
ね
って
す
ぐ
、
こ
ん
な
に
お
い
し

い
水
が
飲
め
る
の
は
、
こ
の
土
地
な
ら
で
は
で

す
。北

海
道
の
冬
は
雪
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
十
勝
は
雪
が
少
な
く
、
住

み
や
す
い
地
域
と
な
って
い
ま
す
。

真
っ
青
な
青
空
と
、
そ
の
先
に
見
え
る
日

高
山
脈
や
大
雪
山
系
の
四
季
折
々
の
景
色

の
美
し
さ
は
、
思
わ
ず
息
を
呑
む
ほ
ど
で
す
。

挑
戦
す
る
気
風

約
１
４
０
年
前
、
十
勝
・帯
広
を

開
拓
し
た
の
は
、
官
主
導
の
屯
田

兵
で
は
な
く
、
大
き
な
夢
と
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
持
った
民
間
の
開
拓

移
民
で
し
た
。

こ
こ
十
勝
に
根
付
い
た
開
拓
者

精
神
は
、
今
で
も
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

十
勝
で
は
、
「起
業
し
た
い
」「新

し
い
価
値
を
生
み
出
し
た
い
」と
志

向
す
る
人
を
、
地
域
が
応
援
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
盛
ん
で
す
。

日
本
を
代
表
す
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

（革
新
者
）か
ら
、
直
接
ビ
ジ
ネ
ス

の
本
質
や
心
得
を
学
び
、
同
じ
志

を
持
った
仲
間
と
〝
化
学
反
応
〟

を
起
こ
す
。

「新
し
い
価
値
を
生
み
出
そ
う
」、

そ
ん
な
想
い
を
地
域
全
体
が
抱
く

挑
戦
的
風
土
が
、
こ
こ
に
は
あ
り

ま
す
。

開拓者精神が宿る風土

地
域
に
溶
け
込
ん
だ
温
泉

十
勝
に
は
銭
湯
並
み
の
料
金

で
楽
し
め
る
温
泉
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
あ
り
ま
す
。

泉
質
も
モ
ー
ル
温
泉
（北
海

道
遺
産
）か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
温

泉
、
ア
ル
カ
リ
単
純
泉
な
ど
の

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
身
近

に
あ
る
温
泉
は
地
域
の
人
々
か

ら
愛
さ
れ
る
存
在
で
す
。
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お び

明治19年、明治政府は北海道庁を設置し、明治26年にアメリカ合衆

国から学んだ殖民地区画制を基に、ワシントンD．C．をモデルとした格子

状の市街地区画を設計し、現在の都市計画の原型となりました。その後、

当時下帯広村と呼ばれた帯広に河西外二郡各村戸長役場が置かれ、

明治35年の二級町村制により十勝で唯一の町となりました。

そして明治40年までに、釧路、旭川までの鉄道が敷設され、十勝の農

産物集散市場として産業・経済はもとより、教

育文化などの機能充実とともに発展を続け、

大正4年に一級町村制が施行されました。

蝦夷地（今の北海道）には、先住民族のアイヌの人たちが川沿いに集

落をつくり、狩猟、採集、交易を中心に自然と共生する独自の文化を築い

ていました。帯広の語源は、アイヌの人たちがこの地を“オペレペレケプ”（川

口がいくつにも分かれている川）と呼んでいたものが転訛(てんか)したものと

言われています。

江戸時代の初期、アイヌと交易を行うため十勝場所が設けられ、それま

での松前藩の支配から、幕府の直接支配となりました。幕末には、蝦夷

地の調査が進められるようになり、探検家で「北海道」の名付け親でもある

松浦武四郎が、「十勝日誌」など探検調査記録を残したことで、十勝川

流域の原野が肥沃(ひよく)で農業適地であることが広く知られるようになり

ました。

明治2年、明治政府は蝦夷地を北海道と改め、開拓使を設け、十勝

場所は７郡からなる十勝国となりました。北海道の多くの地域が官主導の

北方の警備と開拓を担う屯田兵による開拓であったのに対し、帯広の本

格的な開拓は、明治16年、開拓の先駆者である依田勉三翁が、静岡県

西伊豆の松崎町から民間開拓団体・晩成社の一行27名を率いて入植

したことが始まりです。その後、富山、岐阜など全国各地からの入植者に

より、十勝・帯広の開拓が進められてきました。 開拓の祖・依田勉三

明治38年 鉄道開通、一番列車帯広停車場に着く

北海道の名付け親・松浦武四郎と探検調査記録の「十勝日誌」

帯広伏古コタンの家屋

大正時代には農業を基盤とする地域社会が確立し、その後、昭和8年に道内７番目の市となり、

昭和32年、川西・大正両村と合併し、わが国を代表する大規模農業地帯の中心都市として発展

を続けています。

昭和34年、全国に先駆けて総合計画を策定して以来、都市基盤・住環境の整備を進めるととも

に、緑の工場公園として工業団地造成、帯広の森構想などの事業に着手し、昭和53年には、人

口15万人に達しました。 昭和32年 合併記念パレード
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平成22年には、「人と環境にやさしい 活力ある 田園都市 おびひろ」の

実現を目指し、本市の今後10年間のまちづくりの指針となる第六期帯広

市総合計画を策定。平成23年、「十勝定住自立圏」形成協定を締結す

るとともに、「北海道フード・コンプレックス国際戦略総合特区」に指定され、

平成24年には、開拓130年市制施行80年の節目を迎え、記念事業として

市民ハーフマラソン「2012フードバレーとかちマラソン」を開催。

平成25年、帯広市と十勝18町村は、国の「バイオマス産業都市」に、全

国で第１号として選定されました。

昭和56年、新帯広空港の開港、国鉄石勝線の開業など、広域交通

体系の整備が相次ぎました。昭和57年には開基100年市制施行50年を

迎え、21世紀のまちづくりを展望する開拓2世紀に踏み出しました。

平成5年には、地方拠点

都市整備法に基づく第1次

指定地域として帯広市ほか音更町、芽室町、幕別町が帯広圏として指定され、

平成8年には待望の鉄道高架が開通しました。

平成19年、これまで帯広、旭川、北見、岩見沢の4都市で開催していた「ば

んえい競馬」は、帯広市単独の「ばんえい十勝」として新たにスタートしました。平

成21年、国内2例目となる屋内スピードスケート場、“明治北海道十勝オーバ

ル”がオープンしました。

令和２年には、活力ある地域社会の実現を目指して「あおあお ひろび

ろ いきいき 未来を信じる 帯広」を将来のまちの姿とした第七期帯広市総

合計画を策定しました。

令和３年、とかち帯広空港は、北海道内７空港（新千歳・稚内・釧路・

函館・旭川・女満別・帯広）の一括運営委託事業の受託者「北海道エ

アポート株式会社」による運営を開始しました。

平成24年 第１回目のフードバレーとかちマラソン

平成8年 駅南北の利便性が増した鉄道高架

昭和56年 新帯広空港開港

平成30年 バスターミナルおびくる供用開始

平成26年には、地方版成長戦略とも呼ばれる「地域活性化モデルケース」

に帯広市の提案が選ばれました。平成28年、大規模な災害や救急需要の

増加などに対応するため、十勝19市町村が共同で消防業務を行う「とかち広

域消防局」の運用を開始しました。また、十勝18町村と一丸となって更なる飛

躍を目指し、第2期十勝定住自立圏共生ビジョンを策定しました。

平成29年、とかち帯広空港に新旅客ターミナルビルが完成し、国内線と国

際線の供用が可能となりました（令和元年に旅客数2000万人に到達）。平成

30年、帯広駅バスターミナルは立て替えられ、バス待合所だけでなく観光情

報発信拠点として生まれ変わりました。

現在のとかち帯広空港
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・
・・

・・
・

・帯広市

釧路市

網走市旭川市

千歳市

札幌市

函館市

・東京
（羽田空港）

お び

北は大雪山系、西は日高山脈に囲まれた広大な
十勝平野の中央部に帯広市は位置しています。

面積は619.34㎢で、市街地は北に集中し、南は大
規模畑作地帯が続いています。澄んだ青空、どこ
までも続く雄大な大地に恵まれたまちです。

羽田－とかち帯広 約１時間30分

１日７往復運行

（JAL４往復、AIRDO３往復）

【令和３年３月現在】

※新型コロナウイルス感染症の影響により減便の場合があります。

札幌－帯広駅 ２時間30分

新千歳空港－帯広駅 ２時間

釧路－帯広駅 １時間30分

旭川－帯広駅 ３時間55分

函館－帯広駅 ５時間20分

札幌－帯広 ３時間20分

旭川－帯広 ３時間45分

新千歳空港－帯広 ２時間30分

釧路空港－帯広 ２時間

札幌－帯広 ３時間 約210㎞

千歳－帯広 ２時間15分 約160㎞

釧路－帯広 ２時間５分 約120㎞

網走－帯広 ３時間30分 約190㎞

旭川－帯広 ３時間30分 約180㎞

飛行機

鉄道
(ＪＲ)

車

およその所要時間と距離

とかち帯広空港には、
日本航空(JAL)とAIRDOの
２社が就航していて、空
港からJR帯広駅までの所
要時間は車で約30分です。

札幌市とはJRや都市間
バスで結ばれています。

北海道・十勝

帯広市

都市間
バス

※夏ダイヤ

（資料：帯広市観光ガイドブック）
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お び

冷涼な気候で、降水量が少なく、
年間の晴天日数の多さは全国でも有
数です。

夏の最高気温が30度
以上、冬の最低気温が
－20度前後になり、寒
暖の差が大きく、四季
の変化に富む地域です。

●令和２年月別気象概要

●年次別気象概要
（気象庁 令和２年）

（気象庁 令和２年） （気象庁 令和２年）

●気象極値

1月下旬 おびひろ氷まつり

3月中旬 福寿草の開花

下旬 雪解け

4月下旬 馬鈴しょのは種

5月上旬 ビート定植
サクラの開花

中旬 山菜シーズン到来
（タラの芽、ギョウジャニンニクなど）

下旬 八千代牧場の入牧開始
小豆のは種

6月下旬 馬鈴しょの開花

7月上旬 ヤマメ釣り解禁

下旬 プール開き
小麦の収穫
小豆の開花

8月中旬 花火大会
おびひろ平原まつり

9月上旬 とかちマルシェ

下旬 小麦のは種

10月上旬 サケのそ上
初霜
小豆の収穫

中旬 もみじの見ごろ

下旬 おびひろ菊まつり
初氷
八千代牧場で下牧
ビートの収穫

11月上旬 初雪

中旬 白鳥飛来
庭木の冬囲い

12月上旬 長期積雪

下旬 小・中学校の校庭にスケートリンクが完成

中旬 馬鈴しょの収穫

下旬 スキー場オープン

おびひろ氷まつり

八千代牧場の入牧

とかちマルシェ

おびひろ菊まつり

白鳥飛来

項目 極値 記録日

降水量（日） 174mm 1988/11/24

降水量（１h） 56.5mm 1975/7/17

最高気温 38.8℃ 2019/5/26

最低気温 -38.2℃ 1902/1/26

最大瞬間風速 32.3m/s 2002/10/2

降雪量（日） 102cm 1970/3/16
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お び
●道内主要都市人口および推移 （平成27年国勢調査）

●人口の推移 （平成27年国勢調査） ●年齢別人口 （平成27年国勢調査）

※年齢不詳
の171人を含
まない

※年齢不詳の
64人を含まない

道
内

道
外

転
入

道
内

道
外

転
出

約17万人が住む帯広市は、
北海道で６番目に人口が多
い都市（平成27年国勢調査
時点）です。

●少子・高齢化の推移 （平成27年国勢調査）

●産業別就業人口（15歳以上） （平成27年国勢調査）

札幌市： 1,952,356人
旭川市： 339,605人
函館市： 265,979人
釧路市： 174,742人
苫小牧市： 172,737人
帯広市： 169,327人

5,545人 1,899人

5,192人 1,915人

（市戸籍住民課）

●転入者・転出者数(令和２年度)

総数 男 女
昭和45年 37,944 131,568 64,999 66,569 212.9

50年 44,227 141,774 69,542 72,232 229.4

55年 51,451 153,861 75,628 78,233 249.0

60年 56,027 162,932 79,721 83,211 263.7

平成 2年 60,431 167,384 81,027 86,357 270.4

7年 66,687 171,715 83,079 88,636 277.4

12年 70,894 173,030 83,705 89,325 279.6

17年 73,629 170,580 81,906 88,674 275.6

22年 75,474 168,057 80,584 87,473 271.5

27年 77,707 169,327 80,994 88,333 273.4

年 世帯数
人口密度

(㎢当たり)

農林業 漁業 建設業 製造業 鉱業 サービス業
卸・小売
業・飲食店

公務
運輸
通信業

金融
保険業

79,840
(100%)

3,923
(4.9%)

3,909
(4.9%)

14
(0.02%)

14,264
(17.9%)

7,296
(9.1%)

6,922
(8.7%)

46
(0.05%)

56,126
(70.3%)

26,215
(32.8%)

18,713
(23.4%)

4,555
(5.7%)

4,901
(6.1%)

1,742
(2.2%)

5,527
(6.9%)

第３次産業
分類不能
の産業

総数

第1次産業 第２次産業
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商店数
（件）

従業者数
（人）

商品販売額
（百万円）

1,881 16,177 651,038

一 般 卸 売 業 549 4,792 393,411

各 種 商 品 小 売 業 8 936 28,908

織物・ 衣服・ 身の 回り 品小 売業 212 887 14,492

飲 食 料 品 小 売 業 333 3,752 60,344

機 械 器 具 小 売 業 202 1,641 53,999

家 具 ・ 什 器 ・ 家 庭 機 器 小 売 業 － － －

そ の 他 の 小 売 業 507 3,838 87,763

無 店 舗 小 売 業 70 331 12,121

（経済センサス活動調査　平成28年）

産 業 中 分 類

総 数 （ 卸 売 ・ 小 売 業 ）

お び

帯広市は十勝の中心都市であり、農業を基幹
産業としています。農業は、専業農家が多く、大
型機械を導入した、生産性の高い大規模経営を
展開しています。
商業やサービス業などの第３次産業も盛んで、

東北海道の商業機能の集積地にもなっています。

●産業別事業所数

●農家戸数

●農業産出額の推移 ●平均経営耕地面積

●商業の概要

（経済センサス－活動調査 平成27年）

（農林業センサス 5年毎）

（市農政部推計値）※単位未満は全て四捨五入

（平成28～令和元年推計値、平成27年農林業センサス ）

●業種別
事業所数

（工業統計調査 平成30年）
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お び

帯広市の市街地は、約400haにおよ
ぶ森林「帯広の森」にかこまれています。
昭和50年から市
民の手で百年を
かけて森をつくる
壮大な事業です。

●公園緑地

755.62 ha

202カ所

（市みどりの課 令和２年） （市清掃事業課 令和３年）

●ごみの排出量

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

普及率９９．９％
水道管延長１,１２８km

普及率９９．０％
処理面積４,３００ha

（市上下水道 令和３年）

お び

●病床数（平成27年10月1日現在）

（十勝地域保健情報年報 平成28年版）

（十勝地域保健情報年報 平成28年版）

●医療施設（平成27年10月1日現在） ●医療関係従事者数（平成27年度末現在）

（十勝地域保健情報年報 平成28年版）

●上水道普及状況 ●下水道普及状況
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お び
●障害者の状況

お び

●学校の概要 （令和２年度 学校基本調査、帯広畜産大学）

●高校卒業後の状況
（令和２年度 学校基本調査）

●園児・児童・生徒数 （令和２年度 学校基本調査）

※各手帳を所持している人数（重複あり）

（市障害福祉課 令和２年度）

●保育所等児童数

※地域型保育施設、認定こども園含む

総数 1,627人

（市こども課 令和２年度）●生活保護 (市生活支援室 令和２年度)
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●歴代市長

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日
市長臨時代理者 横瀬 農夫也 昭 8. 4. 1 昭8. 7. 9

初代 渡部　　守治 　8. 7.10 　16.11.24

2代 橋本　　東三 　17. 2.13 　20.12.13

3代 奥野 小四郎 　21. 1.28 　22. 1. 4

4代 佐藤 亀太郎 　22. 4.10 　30. 6.25

5代 吉村　 　　博 　30. 8. 7 　49. 3. 4

6代 田本　　憲吾 　49. 4.21 　平2. 4.20

7代 高橋　　幹夫 　平2. 4.21 　10. 4.20

8代 砂川　　敏文 　10. 4.21 22. 4.20

9代 米沢　　則寿 　22. 4.21 在任中

お び

お び

※歳出の各科目には、それぞれ関係する職員の給与費も含みます。
（市財政課 令和３年）

●一般会計当初予算 （令和３年度）

歳入８５３億４４００万円

●各会計当初予算 （令和３年度）

歳出８５３億４４００万円

歴代 氏名 就任年月日 退任年月日 歴代 氏名 就任年月日 退任年月日

1代 佐藤亀太郎 昭 8. 6.16 昭12. 5.31 15代 前川　　博 　58. 5.17 　61. 2. 4

2代 佐藤亀太郎 　12. 6.10 　17. 5.20 16代 佐藤　温彦 　61. 2. 6 　62. 4.30

3代 佐藤亀太郎 　17. 6. 3 　22. 3. 4 17代 嶺野　　侑 　62. 5.13 平 3. 4.30

4代 志田　信弥 　22. 5.23 　26. 4.22 18代 岡田　　肇 平 3. 5.14 　 7. 4.30

5代 志田　信弥 　26. 5.10 　27.10.11 19代 谷内　利夫 　 7. 5.15 　11. 4.30

6代 柴田幸七郎 　27.10.28 　30. 4.30 20代 山本日出夫 　11. 5.18 　15. 4.30

7代 柴田幸七郎 　30. 5.12 　32. 5.12 21代 鈴木　孝昌 　15. 5.14 　19. 4.30

8代 柴田幸七郎 　32. 5.12 　34. 4.30 22代 上野　敏郎 　19. 5.14 　22. 2.12

9代 梶野　善映 　34. 5.12 　38. 4.30 23代 石井　啓裕 　22. 2.22 　23. 4.30

10代 中島　武市 　38. 5.15 　42. 4.30 24代 野原　一登 　23. 5.16 　27. 4.30

11代 真鍋　義秀 　42. 5.15 　46. 4.30 25代 小森　唯永 　27. 5.18   30．3.26

12代 山本　忠次 　46. 5.11 　50. 4.30 26代 大石　清一 　30. 5.14 31. 4.30

13代 柴田　政邦 　50. 5.13 　54. 4.30 27代 有城　正憲 令 1. 5.16 在任中

14代 木ノ内国明 　54. 5. 8 　58. 4.30

●歴代市議会議長　（市議会事務局）
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お び
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ごみ排出量

1世帯 1.9人 1日 ２.3組

1日 0.8組 1人に47.0㎡1日 2.9人 1日 5.1人

市民365人に１人 1日 20.4人 1日 19.5人 1人1日 27５㍑

１人1日 925ｇ
1日 １8.9件

（令和２年１月～12月）
1日 0.7件

（令和２年１月～12月）
１世帯 0.8台

(軽自動車含む1.3台)

一般会計
1世帯 1215千円 市民123人に１人 1世帯 253千円

11.４日に1件
（令和２年１月～12月）

（令和２年度末の統計数値）

市民の暮らし
統計からみた
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